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九州国際重粒子線がん治療センター
センター長

塩山  善之氏

企
画
・
制
作
／
西
日
本
新
聞
社
広
告
局

線
量
集
中
性
と
が
ん
殺
傷
力

医師

末藤  大明氏
医師

篠藤  誠氏
医師

戸山  真吾氏
医師

松本  圭司氏

　
が
ん
の
三
大
治
療
法
の
一
つ
で
あ
る
放
射
線
治
療
の
中
に
、
が
ん
殺
傷
力
の
高
さ
と
副
作
用
の
少
な
さ
を
併
せ
持
つ
「
重
粒
子
線
治
療
」

と
い
う
先
進
医
療
が
あ
る
。
九
州
初
の
重
粒
子
線
治
療
施
設
で
あ
る
「
九
州
国
際
重
粒
子
線
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
」（
愛
称
・
サ
ガ
ハ
イ
マ
ッ

ト
）
が
、
佐
賀
県
鳥
栖
市
に
開
設
さ
れ
た
の
は
２
０
１
３
年
５
月
。
対
象
の
が
ん
種
は
現
在
８
種
を
数
え
、
う
ち
１
種
が
昨
年
４
月
か
ら
、

公
的
医
療
保
険
の
適
用
と
な
っ
た
。
こ
の
春
、
高
度
な
治
療
装
置
を
備
え
た
治
療
室
が
稼
働
予
定
で
、
子
宮
が
ん
や
食
道
が
ん
の
治
療
開

始
に
向
け
て
準
備
も
始
ま
っ
て
い
る
。
重
粒
子
線
治
療
の
特
徴
や
サ
ガ
ハ
イ
マ
ッ
ト
の
取
り
組
み
な
ど
を
、
５
人
の
担
当
医
に
聞
い
た
。

新技術の治療室、今春稼働予定
九州・山口中心に1800人治療

九州国際重粒子線がん治療センター
（サガハイマット）

肝臓がん

従来の放射線治療
（エックス線、ガンマ線）病　　　名

肺がん

前立腺がん
膵臓がん

頭頸部・骨軟部腫瘍

Ⅰ　　期
局所進行

10～20回

4～10回
30～40回

30～40回
25～30回
30～40回

2～4回

4～12回
16回

12回
8～12回
16回

重粒子線治療

　―

重
粒
子
線
治
療
に
は
ど
ん
な
特
徴
が
あ

り
ま
す
か
。

　
塩
山
　
一
般
の
放
射
線
治
療
で
は
突
き
抜

け
る
力
の
強
い
エ
ッ
ク
ス
線
を
使
う
た
め
、

が
ん
病
巣
の
手
前
も
奥
も
放
射
線
が
当
た
り

副
作
用
の
心
配
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し

て
、
重
粒
子
線
治
療
は
炭
素
イ
オ
ン
を
加
速

器
で
光
の
速
度
の
７
割
ほ
ど
に
加
速
さ
せ
人

体
に
照
射
し
ま
す
が
、
炭
素
イ
オ
ン
線
＝
重

粒
子
線
は
皮
膚
の
表
面
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

低
く
抑
え
、
一
定
の
深
さ
で
止
ま
る

直
前
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ピ
ー
ク
を
つ

く
り
放
出
し
ま
す
。

　
そ
の
性
質
を
利
用
し
、
が
ん
病
巣

に
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
ピ
ー
ク
を
合
わ

せ
ま
す
。
線
量
集
中
性
が
非
常
に

高
い
こ
と
で
副
作
用
が
減
ら
せ
、

加
え
て
通
院
治
療
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

　
篠
藤
　
重
粒
子
線
の
も
う
一
つ
の

特
徴
は
、
が
ん
細
胞
の
殺
傷
力
の
高

さ
で
す
。
放
射
線
を
受
け
た
が
ん

細
胞
は
、
遺
伝
子
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
傷
つ

き
ま
す
。
炭
素
イ
オ
ン
は
粒
子
が

重
い
た
め
、
が
ん
細
胞
に
修
復
不

能
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
確
率
が

エ
ッ
ク
ス
線
よ
り
高
く
、
殺
傷
力

は
２
、
３
倍
あ
る
と
さ
れ
ま
す
。

　―

サ
ガ
ハ
イ
マ
ッ
ト
で
対
象
に
し
て
い
る

が
ん
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
塩
山
　
簡
潔
に
い
え
ば
、
体
の
特
定
部
位

に
固
ま
っ
て
存
在
す
る
「
限
局
性
の
固
形
が

ん
」
で
す
。
対
象
が
ん
で
も
病
態
に
よ
っ
て

は
治
療
で
き
ま
せ
ん
。

　
例
え
ば
、
肺
が
ん
は
早
期
か
ら
局
所
進
行

期
ま
で
が
対
象
で
、
照
射
回
数
は
４
〜
16
回

で
す
。
線
量
集
中
性
の
高
い
重
粒
子
線
治
療

は
、
肺
機
能
温
存
の
点
か
ら
メ
リ
ッ
ト
が
高

い
方
法
で
す
。

　
戸
山
　
前
立
腺
が
ん
は
患
者
さ
ん
の
３
分

の
２
を
占
め
ま
す
。
一
般
の
放
射
線
治
療
だ

と
約
２
カ
月
で
40
回
近
く
照
射
し
ま
す
が
、

重
粒
子
線
で
は
12
回
（
３
週
間
）
で
済
み
ま

す
。
中
に
は
ホ
ル
モ
ン
療
法
を
組
み
合
わ
せ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
肝
臓
が
ん
は

２
回
も
し
く
は
４
回
の
照
射
な
の
で
、
１
週

落
ち
る
場
合
は
、
切
ら
な
い
重
粒
子
線
治
療

が
有
力
な
選
択
肢
と
な
り
ま
す
。
一
律
16
回

の
照
射
で
す
。

　
篠
藤
　
骨
軟
部
腫
瘍
は
、骨
や
肉
（
皮
膚
、

筋
肉
な
ど
）、
神
経
か
ら
出
る
ま
れ
な
腫
瘍

で
す
。
体
幹
部
な
ど
重
要
な
臓
器
が
た
く
さ

ん
あ
る
部
位
の
手
術
は
困
難
で
あ
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
重
粒

子
線
治
療
の
高
い
治
療
効
果
が
認

め
ら
れ
、
昨
年
４
月
か
ら
公
的
医

療
保
険
の
適
用
と
な
り
ま
し
た
。

照
射
は
16
回
（
４
週
間
）
で
す
。

　
膵
臓
（
す
い
ぞ
う
）
が
ん
は
12

回
の
照
射
を
し
ま
す
。
難
治
が
ん

の
代
表
格
で
す
が
、
根
治
で
き
る

方
法
と
し
て
重
粒
子
線
治
療
の
公

的
医
療
保
険
適
用
が
認
め
ら
れ
る

よ
う
、
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
松
本
　
子
宮
が
ん
は
こ
れ
か
ら

始
め
て
い
き
ま
す
。
子
宮
頸
（
け

い
）
が
ん
、
子
宮
体
が
ん
、
婦
人

科
領
域
の
悪
性
黒
色
腫
を
対
象
に

す
る
予
定
で
す
。
主
に
腫
瘍
の
大

き
さ
が
７
〜
８
㌢
と
大
き
な
症
例

と
、
エ
ッ
ク
ス
線
が
効
き
に
く
い

腺
が
ん
で
重
粒
子
線
を
使
い
ま

す
。
が
ん
の
進
行
度
に
関
係
な
く

照
射
は
20
回
で
す
。

　―

２
０
１
３
年
８
月
の
治
療
開

始
か
ら
３
年
半
た
ち
ま
し
た
。
治

療
を
受
け
た
患
者
数
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　
末
藤
　
２
月
末
現
在
で
１
８
８
４
人
で

す
。
こ
の
う
ち
96
％
は
九
州
・
山
口
の
患
者

さ
ん
で
、「
地
域
に
根
差
し
た
医
療
」
を
行
っ

て
い
る
と
い
え
ま
す
。
全
体
の
半
数
を
福
岡

県
の
患
者
さ
ん
が
占
め
て
お
り
、
佐
賀
県
、

な
ど
一
般
の
診
療
科
で
は
分
か
り
に
く
い
こ

と
を
相
談
で
き
る
窓
口
が
院
内
に
あ
る
た

め
、
浸
透
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　―

重
粒
子
線
治
療
は
高
額
と
聞
き
、
治
療

費
が
気
に
な
り
ま
す
。

　
松
本
　
が
ん
種
に
よ
っ
て
照
射
回
数
が

違
い
ま
す
が
、
治
療
費
は
一
律
３
１
４
万

円
で
す
。
近
頃
は
民
間
医
療
保
険
の
先
進

医
療
特
約
を
利
用
す
る
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
骨
軟
部
腫
瘍
は
治
療
費
２
３
７
・
５

万
円
に
対
し
て
、
公
的
医
療
保
険
に
応
じ

３
割
あ
る
い
は
１
割
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　―

患
者
さ
ん
た
ち
と
接
す
る
中
で
、
重
粒

子
線
治
療
な
ら
で
は
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
あ
り

ま
す
か
。

　
末
藤
　
通
院
治
療
を
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
捉

え
る
患
者
さ
ん
が
目
立
ち
ま
す
ね
。
あ
る
高

校
の
先
生
は
、
大
学
受
験
が
目
前
の
生
徒
た

ち
に
不
安
を
与
え
な
い
よ
う
に
と
、
冬
休
み

期
間
に
重
粒
子
線
治
療
を
受
け
ま
し
た
。
補

習
授
業
を
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
照
射
時

間
を
う
ま
く
調
整
し
て
一
度
も
休
ま
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
先
生
が
が
ん
治
療
中
と
気
付
く

生
徒
は
い
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
患
者
さ
ん

の
病
状
や
職
業
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、

農
繁
期
を
避
け
る
な
ど
、
許
容
で
き
る
範
囲

者
さ
ん
た
ち
は
が
ん

治
療
に
と
て
も
前
向
き
で

す
。
重
粒
子
線
治
療
は
、
が
ん
治
療
の
考
え

方
を
大
き
く
変
え
た
と
も
い
え
ま
す
。

　―

こ
の
春
か
ら
高
度
な
技
術
を
搭
載
し
た

治
療
室
が
稼
働
す
る
そ
う
で
す
ね
。

　
塩
山
　
現
在
、
二
つ
の
治
療
室
が
あ
り
、

そ
こ
で
行
わ
れ
て
い
る
の
は
パ
ッ
シ
ブ
照
射

法
と
い
い
ま
す
。
加
速
し
た
炭
素
イ
オ
ン
は

非
常
に
細
い
ビ
ー
ム
で
す
が
、
幾
つ
か
の

フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て
い
っ
た
ん
拡
大
さ

せ
、
無
駄
な
場
所
に
当
て
な
い
よ
う
ビ
ー
ム

の
形
を
形
成
し
、
が
ん
の
形
状
に
ぴ
っ
た
り

合
わ
せ
て
照
射
し
ま
す
。

　
今
回
、
３
室
目
に
導
入
す
る
の
は
ス
キ
ャ

な
形
の
病
巣
に

合
わ
せ
ら
れ
る―

の
三
つ
で
す
。

　
３
室
目
の
稼
働
で
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
患

者
さ
ん
を
治
療
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　―

最
後
に
、
今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
松
本
　
が
ん
患
者
さ
ん
た
ち
や
連
携
し
て

い
る
医
療
機
関
の
先
生
た
ち
か
ら
、
重
粒
子

線
治
療
を
積
極
的
に
検
討
し
て
も
ら
え
る
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　
戸
山
　
医
療
機
関
、
患
者
さ
ん
、
行
政
を

含
め
い
ろ
い
ろ
な
方
た
ち
と
信
頼
に
基
づ
く

連
携
を
深
め
、
よ
り
良
い
治
療
を
進
め
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
篠
藤
　
現
在
の
が
ん
種
で
実
績
を
積
み
上

げ
て
順
次
、
公
的
医
療
保
険
適
用
を
認
め
て

も
ら
い
、
こ
の
重
粒
子
線
治
療
を
普
及
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
末
藤
　
手
術
で
切
ら
ず
に
通
院
で
根
治
で

き
る
特
徴
を
生
か
し
、
患
者
さ
ん
も
周
り
も

納
得
で
き
る
医
療
を
提
供
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　
塩
山
　
医
療
機
関
と
の
連
携
を
引
き
続
き

重
視
し
、
サ
ガ
ハ
イ
マ
ッ
ト
に
紹
介
し
て
良

か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
今
後

も
目
指
し
ま
す
。
そ
れ
が
ひ
い
て
は
、
よ
り

安
心
感
の
あ
る
良
質
な
重
粒
子
線
治
療
の
提

供
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。
一
方
で
臨
床
研

究
も
着
実
に
取
り
組
み
、
公
的
医
療
保
険
の

適
用
拡
大
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

膵
臓
が
ん
の
根
治
目
指
す

４
大
学
病
院
に
専
門
外
来

細
い
ビ
ー
ム
で
塗
り
つ
ぶ
し

通
院
し
な
が
ら
補
習
授
業

医
療
機
関
と
連
携
深
め

長
崎
県
と
続
い
て
い
ま
す
。

　
戸
山
　
九
州
・
山
口
だ
け
で
な
く
、
北
海

道
や
関
東
か
ら
来
ら
れ
る
方
も
い
ま
す
。
九

州
新
幹
線
の
J
R
新
鳥
栖
駅
の
目
の
前
に
あ

り
、
長
崎
自
動
車
道
の
鳥
栖
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
か
ら
約
10
分
、
福
岡
空
港
か

ら
タ
ク
シ
ー
で
約
30
分
と
い
う
利
便
性
か

ら
、
離
れ
た
所
に
お
住
ま
い
の
患
者
さ
ん
も

来
や
す
い
よ
う
で
す
。

　
松
本
　
九
州
各
地
か
ら
来
ら
れ
る
の
は
、

九
州
・
山
口
の
75
の
医
療
機
関
と
結
ん
で
い

る
連
携
協
定
で
患
者
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
特
に
九
州

大
、
久
留
米
大
、
佐
賀
大
、
福
岡
大
の
各
大

学
病
院
に
は
「
粒
子
線
が
ん
治
療
外
来
」
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
重
粒
子
線
治
療
の
適

用
と
な
る
疾
患
や
部
位
、
疾
患
ご
と
の
状
態

ニ
ン
グ
照
射
と
呼
ば
れ
ま
す
。
元
の
細
い

ビ
ー
ム
を
高
速
で
動
か
し
、
ま
る
で
ペ
ン
で

絵
を
塗
り
つ
ぶ
す
よ
う
に
が
ん
病
巣
に
照
射

し
ま
す
。
奥
行
き
の
調
整
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
強
さ
を
変
え
、
特
殊
な
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通

し
て
行
い
ま
す
。

　
利
点
と
し
て
は
、①
患
者
さ
ん
の
体
を
固

定
す
る
道
具
づ
く
り
な
ど
の
準
備
期
間
を
半

分
に
短
縮
②
照
射
可
能
な
が
ん
病
巣
の
サ
イ

ズ
が
約
15
㌢
か
ら
約
22
㌢
へ
拡
大
③
精
細
な

照
射
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
よ
り
複
雑

新
治
療
室
に
三
つ
の
利
点
　
塩
山

通
院
で
根
治
医
療
を
提
供
へ
　
末
藤

公
的
医
療
保
険
拡
大
で
普
及
へ
　
篠
藤

交
通
利
便
性
で
遠
方
か
ら
も
　
戸
山

子
宮
が
ん
、治
療
開
始
に
向
け
準
備
　
松
本

間
で
終
わ
り
ま
す
。

　
末
藤
　
耳
鼻
科
領
域
の
頭
頸
部
（
と
う
け
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術
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極
端
に

照射回数の一例

佐賀県 福祉課 粒子線治療普及担当　☎0942-87-3072　FAX0942-87-3079　E-mail: ryushisen@pref.saga.lg.jp

※直腸（骨盤内再発）、
　腎臓、その他

その他（※） 63人（3％）

肝臓
187人（10％）

肺・縦隔
149人（8％）

膵臓 103人（5％）

頭頸部
　96人（5％）

骨軟部 41人（2％）

前立腺
1245人（66％）

合計
1884
人

2017年
2月末現在

部位別
患者数

※広島、東京、沖縄、
　北海道など

福岡
951人
（50％）

佐賀
332人
（18％）

　長崎
146人（8％）

　熊本
130人（7％）

大分 75人（4％）
山口 72人（4％）
宮崎 65人（3％）
鹿児島 44人（2％） その他（※） 69人（4％）

合計
1884
人

2017年
2月末現在

地域別
患者数

博多博多

小倉

大分自動車道

九州自動車道九
州
新
幹
線

鹿
児
島
ル
ー
ト

鳥栖IC

佐々 IC

南波多谷口IC

西九州自動車道

長崎

佐賀

九州佐賀
国際空港

大分IC

日出IC

日出JCT

北九州JCT

東
九
州
自
動
車
道

福岡
空港

清武JCT

延岡JCT

清武南IC
加治木JCT

えびのJCT

八代JCT

薩摩川内
水引IC

津奈木IC

熊本IC

嘉島JCT

鳥栖JCT

新八代

熊本

鹿児島IC

鹿児島中央

鹿屋串良JCT

宮崎IC

九州新幹線
西九州ルート

新鳥栖駅

開通済

工事中
または
計画中

長
崎
自

動車
道

重粒子線がん治療の
対象となるがん

頭頸部がん

食道がん（※1）

乳がん（※2）

肺がん

肝臓がん
膵臓がん

腎臓がん

子宮がん（※1）
直腸がんの
骨盤内再発

前立腺がん

（※1）サガハイマットで治療開始予定の対象部位
（※2）放射線医学総合研究所病院で臨床試験中の対象部位 2016 年 4 月から

公的医療保険適用

骨軟部腫瘍

　サガハイマット医師による重粒子線がん治療の近
況報告の他、「チームバチスタの栄光」の著者で医師
の海堂尊氏が「医療と文学の融和」をテーマに講演。
●日時／3月4日（土）14：00～16：00
●会場／唐津市民会館大ホール（佐賀県唐津市西城内6-33）
　　　　 ☎0955-72-8278　※入場希望の方は直接会場にお越しください。

サガハイマット＆サガテレビ 医療フォーラム
「重粒子線がん治療新たなステージへ」

入場無料

がん治療相談ブースで相談できます

佐賀県
http://www.pref.saga.lg.jp/

※公的医療保険適用部分の自己負担割合は、年齢などによって異なります。
※公的医療保険の場合、高額療養費制度の利用も可能です。

切除非適応の骨軟部腫瘍（公的医療保険）
237万5000円

　　　　　保険給付（7割）

診察・検査・薬代など

自
己
負
担（
３
割
）

保
険
給
付（
７
割
）

自己負担（3割）

治療（照射、器具製作など）

上記以外のがん（先進医療）
314万円

自己負担（10割）

で
治
療
時
期
に
対
応
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　
塩
山
　
治
療
室
に
入
っ
て
か
ら
退
室
ま
で

約
20
〜
30
分
。
出
勤
前
に
治
療
を
受
け
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
激
し
い
運
動
で
な
け

れ
ば
問
題
が
な
い
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
仕
事

や
家
事
も
で
き
ま
す
。

　
篠
藤
　
が
ん
治
療
に
は
、
入
院
し
て
つ
ら

い
治
療
に
耐
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
っ

た
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人
も
い

ま
す
。
サ
ガ
ハ
イ
マ
ッ
ト
に
通
院
さ
れ
る
患

重粒子線がん治療の費用負担イメージ

サガハイマットの重粒子線治療に関する問い合わせ

☎0942-50-8812
E-mail:saga-himat@saga-himat.jp
〈受付時間〉平日の 9時～12時、13時～17時

本日開催


